
●訂正届は奨学生本人欄全てを記入してください。

※返還誓約書「奨学生本人欄」の訂正の有無にかかわら

ず、返還誓約書記載事項訂正届の奨学生本人欄は記入

必須です。

●氏名欄にアルファベットを記入することはできません。

カタカナ表記で記入してください。

●返還誓約書が２枚以上ある方は枚数分、記入します。

奨学生本人 住所訂正の場合 (返還誓約書)
マイナンバー提出済みの奨学生本人は、
「現在住んでいる住所」が正しく記載さ
れていれば訂正不要です。

●住所の訂正が一部分のみであっても、原則すべてを訂正。

★訂正内容が確実に分かるように記入されていれば、一部

分だけの訂正も不備とはしていません。

⚠ただし、署名の訂正の場合は、全てを訂正してください⚠

●マイナンバー未提出の奨学生本人については、記載されて
いる住所、氏名及び署名が住民票と同じか確認してください。

●訂正印は【連帯保証人】の実印を使ってください。

⚠ゴム印やシャチハタ、訂正用の豆印等は使用できません ⚠

住所を訂正すべきか分からない場合は、次のページを参照

見本



返還誓約書印字住所が印鑑登録証明書と一部相違している場合 （例）

返還誓約書印字住所については、住民票、又は印鑑登録証明書記載の住所と一致を求めていますが、
「その住所宛先としたときに、間違いなく郵便物が届く」住所であれば住民票・印鑑登録証明書と
一部相違している場合も不備とはしていません。

下記のリストは日本学生支援機構における住所審査基準の一例です。

マイナンバー提出済み・機関保証を選択等、添付書類に住民票・印鑑登録証明書が
求められていない場合は、該当人物の「現在住んでいる住所」が正しく記載されて
いれば訂正不要です。


